


























ラスターイオンの赤外光解離スペクトル（1000–3800 cm–1）を図 2 に示した。赤外光解離分光に
は、高出力の波長可変赤外レーザーが必要であるが、我々の装置の最大の特長は、これまでは自
由電子レーザーによってのみ可能であった指紋領域を含む低振動数領域（1000–2000 cm–1）の測
定を、非線形光学結晶（AgGaSe2）を用いることによりテーブルトップで実現した点である。こ
のスペクトルを解析することにより、二酸化炭素ク
ラスターイオンが正電荷を二分子で保持したダイマ
ーイオンコア C2O4+を持つこととその構造が明らか
となった。講演ではこの解析の詳細について、また
その他の系に関する結果も示し、赤外光解離分光法
の、分子クラスターイオンの電子・幾何構造の決定
における有用性について紹介する予定である。
図 2　(CO2)n+の赤外光解離スペクトル図 1　光解離分光の概念図とエネルギーダイアグラム
